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諮問庁：防衛大臣 

諮問日：令和４年７月７日（令和４年（行情）諮問第３９７号及び同第３９８

号） 

答申日：令和５年３月２７日（令和４年度（行情）答申第６８７号及び同第６

８８号） 

事件名：特定事故に係る米軍機と航空自衛隊機との交信内容が分かる文書の不

開示決定（不存在）に関する件 

特定日時の米軍特定基地管制との連絡内容が分かる文書の不開示決

定（不存在）に関する件 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

別紙に掲げる文書（以下，順に「本件対象文書１」及び「本件対象文書

２」といい，併せて「本件対象文書」という。）につき，これを保有して

いないとして不開示とした各決定は，妥当である。 

第２ 審査請求人の主張の要旨 

１ 審査請求の趣旨 

行政機関の保有する情報の公開に関する法律（以下「法」という。）３

条の規定に基づく各開示請求に対し，令和４年４月２７日付け防官文第８

４２８号及び同第８４３０号により，防衛大臣（以下「処分庁」又は「諮

問庁」という。）が行った各不開示決定（以下，順に「原処分１」及び

「原処分２」といい，併せて「原処分」という。）の取消しを求める。 

２ 審査請求の理由 

請求人は本年２月２３日，防衛大臣に対して「①特定年月日Ａ～特定日

の米軍特定Ａ基地所属の特定航空機Ａと，空自特定Ｂ基地所属の特定航空

機Ｂ，特定航空機Ｃとの特定事故に関する交信内容が分かる記録のすべて」

に係る行政文書と，「③特定年月日Ａ午後特定時間Ａから同特定時間Ｂに

かけて，米軍特定Ｃ基地管制から防衛庁に入った連絡，通報，交信内容が

分かる記録のすべて」に係る行政文書について行政文書の開示請求を行っ

た。 

この行政文書の開示請求に対し，防衛大臣は本年４月２７日，「作成又

は取得を確認できず，保有を確認することができなかったことから，文書

不存在につき不開示としました。」という通知を送ってきた。 

しかし，特定放送局が特定年月日Ｂ午後特定時間Ｃから午後特定時間Ｄ

に放送した「特定番組」では，特定事故の捜索救難の協力を申し出た米軍

側に対して自衛隊側の「スタンバイして下さい」と答えた文書の画像を放
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送しており，この放送で分かるように請求文書が存在していることは明ら

かである。 

第３ 諮問庁の説明の要旨 

１ 経緯 

本件開示請求は，本件対象文書の開示を求めるものであり，これに該当

する行政文書については，保有を確認することができなかったことから，

令和４年４月２７日付け防官文第８４２８号及び令和４年４月２７日付け

防官文第８４３０号により，法９条２項の規定に基づき，文書不存在によ

る原処分を行った。 

本件審査請求は，原処分に対して提起されたものである。 

２ 本件対象文書の保有の有無について 

本件開示請求を受け，原処分１については，航空自衛隊の関係部署にお

いて，原処分２については，統合幕僚監部及び航空自衛隊の関係部署にお

いて本件開示文書に該当する行政文書を探索したが，本件開示請求に係る

行政文書の保有を確認できなかったことから，不存在につき不開示とする

原処分を行ったものである。また，本件審査請求を受け，念のため改めて

行った探索においても，本件対象文書についてはその存在を確認できなか

った。 

３ 審査請求人の主張について 

審査請求人は，「特定放送局が特定年月日Ｂ午後特定時間Ｃから午後特

定時間Ｄに放送した「特定番組」では，特定事故の捜索救難の協力を申し

出た米軍側に対して自衛隊側の「スタンバイして下さい」と答えた文書の

画像を放送しており，この放送で分かるように請求文書が存在しているこ

とは明らかである。」として，原処分を取り消し，対象文書を開示するよ

う求めるが，本件対象文書の保有を確認できなかったことから，不存在に

つき不開示としたものであり，本件審査請求を受けて念のため所要の探索

を行ったが，再度の探索においても保有を確認できなかった。 

よって，審査請求人の主張には理由がなく，原処分を維持することが妥

当である。 

第４ 調査審議の経過 

当審査会は，本件各諮問事件について，以下のとおり，併合し，調査審

議を行った。 

① 令和４年７月７日   諮問の受理（令和４年（行情）諮問第３９

７号及び同第３９８号） 

② 同日         諮問庁から理由説明書を収受（同上） 

③ 令和５年２月１７日  審議（同上） 

④ 同年３月２２日    令和４年（行情）諮問第３９７号及び同第

３９８号の併合並びに審議 
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第５ 審査会の判断の理由 

１ 本件対象文書について 

本件各開示請求は，本件対象文書の開示を求めるものである。 

諮問庁は，本件対象文書を保有していないとして不開示とした原処分を

妥当としていることから，以下，本件対象文書の保有の有無について検討

する。 

２ 本件対象文書の保有の有無について 

（１）本件対象文書の保有の有無について，当審査会事務局職員をして諮問

庁に確認させたところ，諮問庁から次のとおり説明があった。 
ア 本件開示請求は，特定年月日Ａに発生した特定事故に係る災害派遣

に関し，本件対象文書１については，特定年月日Ａ～特定日の間，在

日米軍特定Ａ基地所属の特定航空機Ａと，航空自衛隊特定Ｂ基地所属

の特定航空機Ｂ，特定航空機Ｃとの特定事故に関する交信内容が分か

る文書，電子データ及び音声・映像データ等の記録について，また，

本件対象文書２については，特定年月日Ａ午後特定時間Ａから同特定

時間Ｂにかけて，在日米軍特定Ｃ基地管制から防衛庁に入った連絡，

通報，交信内容が分かる文書，電子データ及び音声・映像データ等の

記録について，それぞれ求めているものと解した。 
イ 一般的に，遭難航空機の捜索救難を含む災害派遣に当たっては，訓

令，達等の関連規則に基づき，その活動状況について，報告・通報す

るところであり，米側（米管制・米軍機）と防衛省（自衛隊機など）

の間で，活動に関するやり取りがあった場合は，所要の記録が作成さ

れるものであるが，本件災害派遣での米側と防衛庁との間でのやり取

りや交信の類いの記録については，米側との交信記録を保有している

可能性がある派遣活動を行った航空自衛隊の司令部，派遣部隊及び管

制部隊並びに航空幕僚監部運用支援課等の関係部署において探索を行

ったものの，該当する行政文書を保有しておらず，また，当時の廃棄

簿又はそれに類するものも保有していないため，行政文書の作成を含

め該当文書の存在は確認できなかった。 
ウ なお，審査請求人は，特定放送局の放送で「スタンバイして下さい」

と自衛隊側が答えた文書の画像が放送されたとして，開示請求に該当

する文書の存在を主張するが，当該文書の内容が明らかでないため，

防衛庁（当時）が作成したものか，あるいは提供した文書かどうかを

判別できない。 

いずれにしても，審査請求人が主張する文書も含め，該当する行政

文書を保有していない。 

エ また，本件対象文書を作成又は取得した可能性のある特定年当時の

航空自衛隊文書規則で定められた保存期間基準（以下「旧空自文書保
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存基準」という。）には，災害派遣等の自衛隊の活動により作成・取

得した文書の保存期間は明記されていなかった。 
他方で，現行の航空自衛隊行政文書管理規則で定められた，航空自

衛隊標準文書保存期間基準（以下「空自文書保存基準」という。）

では，災害派遣等の自衛隊の活動により作成・取得した文書につい

ては，保存期間を３年，１０年及び２０年に区分し保管することと

している。具体的には，行動命令や災害派遣詳報などの活動記録が

該当し，その重要性に応じ，それぞれ保存期間を設定しているが，

各種の派遣活動に伴い随時発生する調整事項や通報等の文書及び本

件対象文書に該当するような在日米軍との交信内容の記録等，災害

派遣活動に係る意思決定の途中段階で作成したものについては，当

該意思決定に与える影響がなく，長期間の保存を要しないため，１

年未満として扱っているところである。 
このことを踏まえ，本件審査請求を受け，改めて関係部署において，

本件対象文書の再探索を行ったところであるが，本件対象文書の存

在は確認できなかった。 
（２）当審査会において，諮問庁から旧空自文書保存基準及び空自文書保存

基準の提示を受けて確認したところ，災害派遣等の自衛隊の活動により

作成・取得した文書の航空自衛隊における保存期間については，上記

（１）エの諮問庁の説明のとおりであると認められる。 

その上で，本件災害派遣は特定年に行われ，開示請求日時点において，

当該特定年から相当期間が経過していることなどを踏まえると，仮に本

件対象文書が作成又は取得されていたとしても，既に廃棄されているも

のと考えられることから，本件対象文書を保有していないなどとする上

記（１）の諮問庁の説明は，特段不自然・不合理とはいえず，これを覆

すに足りる事情も認められない。 
さらに，本件対象文書の探索範囲等も不十分であるとはいえないこと

から，防衛省において本件対象文書を保有しているとは認められない。 

３ 審査請求人のその他の主張について 

審査請求人のその他の主張は，当審査会の上記判断を左右するものでは

ない。 

４ 本件各不開示決定の妥当性について 

以上のことから，本件対象文書につき，これを保有していないとして不

開示とした各決定については，防衛省において本件対象文書を保有してい

るとは認められず，妥当であると判断した。 

（第２部会） 

委員 白井玲子，委員 太田匡彦，委員 佐藤郁美 
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別紙（本件対象文書） 

 

原処分１ ①特定年月日Ａ～特定日の米軍特定Ａ基地所属の特定航空機Ａと，

空自特定Ｂ基地所属の特定航空機Ｂ，特定航空機Ｃとの特定事故に

関する交信内容が分かる記録のすべて 

原処分２ ③特定年月日Ａ午後特定時間Ａから同特定時間Ｂにかけて，米軍特

定Ｃ基地管制から防衛庁に入った連絡，通報，交信内容が分かる記

録のすべて 

 


